— 篇書下ろし作品 


粒よりの傑作マンガ集 

ホームラン • コミックス 


漫画主義発行所 • 


東京都新宿区十二社420鹿又荘 

TEL (378) 1 7 2 


戦後漫画を糾弾し破壊する 

漫画主義 N 0.5 


つぼ(壺) 
夜の草笛 
陰に棲む者 
噂の武士 
獣を追え 
魔 王 
ムサシ① 
ムサシ② 
殺し屋人別帳 
古墳大秘記 


水木しげる 
¥220 

水木しげる 
¥ 220 

諷訪栄 
• ¥220 

つげ義春 
¥220 

影丸讓也 
¥220 

水島新司 
¥220 

諏訪栄 
¥220 

諏訪栄 
¥ 220 

永島情二 
¥2 40 

水木しげる 


黄 金 
くの I 忍び 
忍鬼 I 代 
ちびつこ聖者 
D マ—クの男 
H ミの天使 
負けてたまるか 
砂漠の狼 
ゴ ン ベ 
ひろし 虫 


いばら 美喜 ^ ti 

¥240 

ぃばら美喜 , 0 JR 
¥240 ^ 

月宮美兎@36 
¥2 40 丁 6 
矢代まさこ的} 
¥ 2 2 〇 本 2 

園田光慶制23( 
¥240 分 04 

新城さちこ _L 
¥220 京 E 
水島新司東 T 
¥240 t - 

影丸譲也込 
¥240 ¢ 

村野守美^? 

¥ 2 4 〇料手 

水島新司^ 


人間を相対化する〃思想" . 菊地浅次郎 


連載•手塚治虫試論① 

富永一郎におけるギャグとジャズ . 平岡正明 

狂 雲 の 翳り . 石子順造 

つげ義春「ねじ式」のメモのメモ 

軍国主義観批判 . •…梶井 純 

「あかつき戰闘隊 J 事件にふれて 

脱意識的(峠の犬)は虚構を加ぇて…鈴木志郎康 
何がメチャクチャなのか . 権藤 晋 

「政治マンガ」と「ピンク色の il れ座敷 j 

暗殺者不在の暗殺マンガ . ……本多晴夫 

小島剛夕論 

劇画•げきが•ゲキガ論 . 辰己 ヨシヒロ 


■定価 I 五0円(送料四五円) K 読ご希望の方は誌代を添え 
て下記あてお申込み下さい。 


1四周年記念 

hsJLJ 特別増刊号 

■異色マンガ傑作集圔 



つげ義 
永島慎 
滝田ゆ 
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楠 勝平 
藤沢光男 
滕又進 


池上遼一 

佐々木マキ 

林静一 

高橋わたる 

(メンバーに多少の変更があるかもしれません) 

月中旬全国 I 斉発売//定価§円 

株式会社青林堂 














ぁわ：： 2 もぅ | 度一11111棄を信じない 

おれは叫ぶことで 

おれであることはできない 

おれを晒すことで 

おれであろぅとする 

そのとき 《十月ノ終リノ風ガ 

スサマジク屋根ノ藁ヲ吹キチギ 


阿母ハ長ィ柄ノ鎌ヲモッテ屋根 

ニノボリ 

風ニム>ッテ鎌ヲカザシタ 

風ニムカッテ何力叫ンダ》 

おれは言葉でそれを告げる . 

黒田喜夫「沈黙への断章」 

闘争の現場に集まっている全 
ての人々を叩きだそうとすると 
ころから、現場に向かおうとし 
ているものをも阻止しようとす 
るところまで進んできた国家権 
力の弾圧攻勢は、法律用語に従 
えば予防検束ということになろ 
うが、一般的に見れば弾圧の日 
常化ということができるだろう。 
現場を離れれば、個人の私的生 
活の次元へ戻ってしまえば、弾 


rr_ /V • ィ -J JL 3-c 1C V J 

ことはなくなってしまった。車 
道から歩道へかけあがって人混 
みにまぎれこんでしまえば一応 
安全であった昨年 11 月の羽田は 
遙かに遠い。無論それは、佐世 
保以来車道から歩道へと拡がっ 
た闘争に対しての権力側の攻勢 
にすぎないが、なお仔細に眺め 
れ ば、 生活の 全 領域にわたって 
秩序の網をかぶせている国家権 
力の外化過程にほかならない。 

全ての芸術表現についての裁 
きが、それが秩序を乱すかもし 
れぬという権力側の予測におい 
て始められると同様のことが、 
ここでも行われる。この時、権 
力の追跡は、具体的に秩序を犯 
した「暴徒」であるか、「犯罪 
者」であるかという点かふだけ 
ではなく、「暴徒」、「犯罪者」 
となりうるか否かという、個人 
の内的側面をも執拗に迪ってく 
る0 

「私は東京•王子のデモで逮 

捕された学生の母親ですが、 


息子の拘留中、地元の警察署 
の刑事に自宅で調書を取られ 
ました。署へ出頭せよという 
のならまだわかりますが、ど 
うして自宅まで押しかけて親 
の調書を取らなくてはならな 
いのでしょう。私の家は自家 
営業ですので、主人の仕事を 
助けて懸命にその日その日を 
生活している平凡な主婦の私 
が一体どんな罪を犯したとい 
うのでしょう。 

はじめは息子さんのことを 
聞きたいとだけですので、た 
だ簡単に大学名と下宿先ぐら 
いだと思っていましたら' だ 
んだん微に人り細にわたりで、 
主人の仕事ができそうにあり 
ませんので、住宅の方にまわ 
つてもらいましたら、そこで 
も上がり込まれて、こんどは 
私ども夫婦の結婚当初までさ 
かのぼり二十数年の生活の歴 
史を聞かれました。それがま 
さか調書となるとは知らず、 
女の浅はかさで、つい何気な 
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くし やべりましたことが、後 
で全部、何枚かの調書として 
書取られ、最後に署名せよ、 
搰印(指紋)でしめくくりと 
いうそれは見事なものでした。 
印鑑ではダメということでし 
た 。」 

+• (中略) 

「それから、現在の下宿先へ、 
何度も調べに行くのは当然で 
しょうが、ずっと前に引払っ 
た下宿へも、幾度か警察官が 
来て困るとい)っ知らせがあり 
ました。「関係のない人にま 
でも……」と暗然といたしま 
す。こういうことが許されて 
ンいいものなのでしょうか。」 

(岐阜市、43歳の主婦、朝日 
ジャーナル 5. 26 号、投書欄) 
一人の人間を、秩序を踏みや 
ぶったというその行為において 
裁く法律すらものりこえての国 
家権力の追跡は、闘争の現場か 
ら下宿へ、下宿から故郷の家へ 
と、生活の場全体にまで及んで 
きている。それは、現秩序を否 


定しようとする者を、.その存在 
の場から根こそぎ奪いとってし 
まおうとする支配の意志の具体 
化にほかならないが、その現場 
から家へと一歩一歩迪っていく 
過程は、家という原初的な共同 
体を出発点にして成立した国家 
の、里帰りの過程でもある。こ 
の道を具体的に迪りなおすこと 
において、国家権力 ■，が 支配の網 
の強化をはかっているのは当然 
である。 

ところで、支配に対して闘う 
者の生活の全領域を狙いうつと 
いうのは、国家権力の弾圧の一 
般 的なスタィルなのだろうが、 
地元の警察が「一寸、息子さん 
のことが聞きたいんだけ ど」 と 
かなんとかいって家に上かりこ 
んでくるのには、一種独特のも 
のが感じられる。いわば役場の 
わきの駐在さん、茶のみ話めい 
た聞きこみというように日常的 
なものとして、いづのまにか家 
の中にまで踏みこんでいる権力 
の奇妙な 形。 そして、ここでも、 


g 宅まで押しかけて親の調書を 
とるという ことに、それは集中 
的にあらわれている。 家で調書 
をと ることは、それ自体 違法で 
あろうが' しかしこの 形式は違 
法で あるという ことによっては 
解決しない 内容の独特なあり方 
をも示し T . いる。それは、単に 
国家権力の攻撃のひとつのあら 
われであるだけでなく、その攻 
撃の論理を、そしてその論理を 
規定しているこの国の権力の形 
態をも媒介的に表現しているょ 
うに思われる。 

つまり、家で親の調書をとる 
という形であらわれている国家 
権力の攻撃から、権力の攻撃の 
強化という実質だけをとり出し 
てみても、あるいは、生活の領 
域に対する直接攻撃という風に 
抽象してしまっても、その全体 
の意味はぬけ落ちてしまう。重 
要なのは、「家で」ということ 
にある。公の場所で、家族をあ 
からさまに攻撃するのではなく、 
いつのまにか家に上がりこんで、. 


私的な会話と思われるものを 公 
的な調べと結びつけてしまうと 
いう、その 形式 そのものが 攻撃 
の論理なのである。それは、家 
に的をしぼつた攻撃であるのは 
明らかだが、その攻撃自体が、 
「家」的論理によつて貫かれて 
いるのである。国家の基底部分 
をなしている原初的な共同体と 
しての家の論理が、原理的には 
国家権力の 具体的 形態のうちに 
働いているのである。かつて、 
支配をのりこえようとした者た 
ちの最初にして最後のつまづき 
の石が「家」であつたのは周知 
のことだが、それは、「家」が 
親の悲しみといつたようなもの 
としてだけあらわれたからでは 
なく、国家や組織の内部を家の 
論理として貫いていたからだと 
考えられる。そして、そのこと 
は現在でも本質的には変化して 
いないのではないだろうか。 

(68年5月24日) 
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第 31 回 


キイツ、キイツと、風に千切れる 
悲鳴のよぅな音をあげて、車軸は廻 
る。車軸はまわるたびに綱を巻きあ 
げ、その綱は、丸太の上をすべるよ 
ぅにして軍船をひき上げる。 

キイツ、キイツ、そのよっな音は 
この河原のいたるところでひびき渡 
った。 

車軸を廻すものは、いずれも足を 
葛の綱でくくられた唐、及び新羅の 
捕虜たちである。その異国の囚人に 
まじって、弓月も黙5 r と車軸をまわ 
しつづける。 

ここ、韓国の錦江河口では、こう 
して每日戦いに出た軍船を岸につな 
ぎとめるのが日課になっていた。 


急げ/見張り兵の鞭がょうしゃ 
なく 肌にくいこむ。その見張り兵は、 
百済のものもいたが、日本からつれ 
て来られたものもいた。 

こ，の国へ渡ってもう丸二年になろ 
うとしている。二年間,''弓月はまる 
で死んだょうになって車軸をまわし 
つづけて来た。 

どどっという騎馬団のひづめの音 
がする。•見張り兵たちの鞭はいっそ 
うはげしく空に鳴った。 

「なまけるな/. 揮身の力をふる 

え / L1 

弓月はひづめの音の方へ目を向け 
る。かけてくる騎馬団の先頭に白く 
ひるがえる布を見る。白布にちかい 
なかった。しかし、 も， はや弓月の眼 
は動かない。鞭の下で、捕虜たちと 


共に、ゆっくり、ゆっくり河原の砂 
を踏みしめて、何十度、何百度とな 
くまわりつづけた足跡の上を、また 

歩く。 | 

「弓 月/.」 -68 

かけて来た騎馬団が止まって、.先 
頭の白布が声をかけた。 

「おとなしいな、やけに」 


.弓月は黙々として車軸をまわす。 
「お前が騒いでくれぬとかえって 
不気味だ。一体何をたくらんでいる 
のかな」 

白布はしゃべり方にもいつの間に.. 
か一軍の将として貫禄がそなわって 
ぃる。 

弓月は依然として答えない。 

「玉櫛の子は、元気に育っている。 


作•佐々木守 

え•岡本颯子 





日に日に可愛くなっていく」 


「玉櫛もな。どうやらこのごろ、 
女として花を開いたようじゃ」 

一瞬、弓月の足が止まった。が又 
黙々と砂を踏む。 

白布は、爆発したように笑■った。 
「捕虜共にまじって、うぬは精神ま 
で囚われ人のそれに変りはてたのか。 
結構/•玉櫛にも左様伝ぇよう」 

ピシリ、馬にあてられるべき鞭が、 
はげしく弓月の肌に鳴って皮がはじ 
けた。 

その血のにじみはじめた傷口に、 

パッと砂をかきあげて、白布とその 
騎馬団は、声高い笑い声を残してか 
け去っていく。 

-おごりたかぷるなよ、白布 

おれは忍びだということを忘れるな。 
たった二年の沈黙で、何で精神まで 
変わり果てるものか。 

そう、レにつぶやいて弓月は自分の 
まわりに無数にうごめく人々を眺め 
る。破れはてた唐衣を風になびかせ 
た捕虜たちの黙々とした労働がそこ 
にある。 

唐人たちよ、おれの味方はお前た 


ちだ。そぅではないか。支那大陸に 
生れたお前たちが何のためにはるば 
る韓国まで戦いに来なければならぬ 
のか。そして、日本人、倭の民が何 
ゆえもって海を渡ってこの国まで、 
あんたたちと刃をまじえに来なけれ 
ばならぬのか。 

キィッ、キィッ、 Y 車軸はまわる。 
重苦しい韓国の夕方であった。 ■ 

六六一年暮、唐は将軍劉仁軌を韓 
国に派遣し、新羅の将軍金廋信と共 
に、百済に対しはげしい攻撃を加え、 
六六二年に入って支羅城•偽真岨城 
の二城を攻め落した。 

同じ年の春、中大兄は百済皇子. 
豊璋に、狹連檳榔、奏造田来津をつ 
け、兵五千と共に韓国へ送った。 

百済にあって孤軍奮闘して来た鬼 
室福言^久しぶりに相まみえた皇子 
M 章と手をとりあって喜び、百済軍 
の士気は大いに上がった。この哼 
中大兄は将軍、阿曇連比邏夫に託し 
て矢十万、糸五百斤、綿一千斤、布 

一千端、なめし皮一千張、稲種三千 
斛を送つた。 

六六二年五月、豊璋は錦江の河口 


近く、周留城にぉいて、阿曇連比邏 
夫立ち合いのもと、百済王即位の儀 
式をとりおこなつた。 

同年十二月、豊璋と福信を中心と' 
する百済軍は、周留城を出て南下し 
鞋诚に移った。このとき、日本軍の 
奏造田来津との間に、攻撃と防備に 
ついての意見の対立が見%れた。 

しかし南下した百済軍は、ただち 
に反撃に転じた新羅•唐の連合軍の 
ため、たちまち、居列城、居斯匁城、 
徳安城を陥され、避城は孤立の浮き 
目に立たされた。 

六六三年二月、豊璋と福信は再び 
周留城ににげ帰った。 

しかし同年三月、九州長津宮にあ 
った中大兄は、将軍上毛野君稚子に 
二万七千の兵を与ぇて韓国へ急行さ 
せ、かくて日本の韓国派遣軍は三万 
二千の大軍となったのである。そし 
てこの第二次派遣軍の中には、かの 
蝦夷征伐で勇名を馳せた阿部比羅夫 

も加わっていたのである。 

これに対し、唐の高宗は劉仁軌、 
劉仁願の二将軍に新たに七千の兵を 
増援部隊としてつかわし、新羅の文 
武王は自ら大軍をひきいて錦江めざ 


して出発した。 

時に六六三年夏——百済•日本連 
合軍と、新羅•唐連合軍は、錦江の 
河口をはさんでまさに一触即発の機 
会を待っていたの L ある。 


「中大兄 i どうしてスメラミコト 
にならなかったのかしら」、 

つぶらなひとみに、毒をはらんだ 
ことばで額田王はいう。 

「兄上はずるいのだ。スメラミコ 
卜になって、やはり権力を欲しがっ一 
ていたのでと人々にいわれると、ソ69 
ンをする、そう思ったからさ」 

大海人は暗い気持で答ぇる。岩を 
打つ波の音のみがものうい、九州の 
夏。大海人と額田王は、砂にまみれ 
た身体で岩の上にころがっている。 

近頃、ぉれは、どうもぁの長津宮 
にいることが息苦しく感じられてな 
らぬ。別に何をいわれるわけでもな 
く、怒られるわけでもないのに、大 
海人は中大兄の目が、顔が、声が何 
故かこわくてならない。妙に強制的 
な、おしつけがましさを感じるのだ。 
それは、国として百済救援にのり 



うに、額田王の身体を抱く。昨夜中 
大兄の腕の 中で あらんかぎりの媚を 
つくして来た 身体と わかっていても、 


兄は、すでに大化改新のク—デタ— 
においても見られた如く、あらゆる 
権謀術策をつかっても、自分の考え 
をぐいぐいとおしすすめていく男だ0 


出したという大義名分に のっとり、 
そのための方策を次々とうち出す中 
大兄に対し、心の底，では批判的な気 
持を持っていることの、ある後ろめ 
たさであったのか もしれ ない。 

もう 三万二千もの大 t を波路は る 
かな異国へ送った。中大兄は異国で 
はない ふるさと だとい う。しかし、 
そんな ことはもう 遠い昔の ことなの 
だ。大海人には どうしても、 感覚と 
して 韓国と日本と が 同じ兄弟国だと 
は思われない。 

筑紫、筑後、肥後、伊予、讃岐、 

備後、陸奥——そして西日本のほと 
んどすぐべての国々から元の国造の命 
により徴発されて、船にのせられて 
いった農民たちの、あの無気力な姿 
が目に残っている。 

いやだいやだとあばれまわり、泣 
き叫んでくれた方がどんなにかまだ 
気が休まったことだろう。 

いま、まるで I 日本全国から人が 
いなく なってしまったかの ような、 
自分ひとりがポツンととりの こされ 
てしまったかの ような、 けだるい虚 
無感に大海人皇子は襲われている。 

たから、その虚し さをうずめるよ 


大海人には、額田ののめりこむよう 
な 肌の白 さを 忘れる ことができない。 
のだ。 

「いやよ、砂のついたままでは。 

傷がっくもの」 

そんな大海人の手をピ シャンと 叩 
いて 額田はケ ロリとしていう。 

「スメラミコトにならず、スメラ 
ミコトと同じ仕事をする。ほんとに 
ずるい わね ハ 中大兄 様」 

「そう、ずるい、兄上は」 

「でも、そんなずるさがなければ、 
スメラミコトになれないのか もしれ 
ないわね」 

天皇になるべき人間が即位せず、 
皇太子のままで政務をとることを、 

「称制」という。六六三年は、中大 
兄の「称制二年」'•にあたる。 

「額 田は、 おれに も、兄 上と同じ 
ようにずるくなれというのか」 

「いっても、 なれる？あなたに」 


血を分けた兄弟だというのにこう 
もちがうものであろうか。兄の中大 


しかし弟の大海人は、よくいえば ひ 
かえ目、悪くいえば、優柔不断でず 
るず ると 兄の あとにひきずら tl て 行 
くと いったタイプであった。 

額田のことにしてもそうだ。中大 
兄にはっきりと抱かれている ことを 
知っても、それを怒ることもできず、 


又 きっぱりと 手を別つ こと もできず 
まして中大兄に談 じこむことな ど考 
えも及ばず、ただ ずるずるとひとと 
きの快楽のみを求めて自堕落に額田 
の肉体におぼれて いくのである。 

追いつめられる、このままでは。 

-一年ほどもまえから大海人はそ 

んな思いにつきまとわれる。いっか、 
額田からはっきりと手を切るといわ 
れる時が来そぅな気がしている？そ 
ぅなったとき、自分はいったいどん 
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な態度が とれるであろう か。 

:大海人の足元にゾロゾロとしてい 
やな感覚があった。みると一匹の力 
二が大海人の足のふくらはぎを這っ 
ている。そのカニをつかまえて、力 
一杯岩にたたきつけようとして、ふ 
と大海人は思いとどまる。 

岩の上に、心ゆくまで夏の太陽を 
あびてせい一杯両手両足をひろげた 
額田の、、そのふっくらとした乳房に、 
大海人は衝動的にカニの鋏をおしつ 
けていた。 

「ぃたぃ」 

額田はとび上がった。そして大海 
人の手にあるカニを見つけると、一 
瞬、美しいひとみにはげしい怒りの 
色をただよわせたが、次の瞬間、そ 
のカニをひつた くるよう にとると、 
岩の上にたたきつけた。 

そして、更に、そのカニを力一杯 
ふみしめて、そのまま一気に海へ向 
かってとびこんでいった。 

青い波の飛沫に、額田の裸身がき 
らめくよう にはね、 そして 長い黒髪 
が、まるで夢の中の光のようにひろ 
がるのを見るとき、大海人はそのは 
るかかなたの韓国を思い、その水平 


線の上に、巨大に立ちのぼる蜃気楼 
を見たょぅに思った。 

それは次代の天皇、若き中大兄皇 

子のまぼろしにちがいなかった。 

\)/ 

三 

/—\ 

唐.新羅連合軍の当面の改撃目標 
は、百済五豊璋と、将軍福信、及び 
日本の第一派遣軍のたてこもる周留 
城でぁった。 

劉仁願と文武王は陸路を周留城に 
向かい、一方劉仁軌は水軍と糧船を 
編制、能津から、錦江の河口、.白村 
江へ向かった。 

一方、阿部比羅夫を中心とする日 
本軍第二次.派遣隊は、大きく朝鮮半 
島を迂回して、これまた錦江河口の 
白村江へ向かって軍船を進めていた。 

そのころ、周留城の兵士たちの中 
に一つの噂がささやかれていた。そ 
れは将軍•鬼室福信が、百済王璋 
に対して不満を持ち、ひそかに謀反 
をくわだてている噂でぁった。 

「百済滅亡の危機にさらされた時、 
たった ひとり 蘭ったのは福信だ。だ 
から人民の信望も福信に集まってい 
た。あとで来て王となった豊嘷には 


それが 煙った いらし く、 そのこと を 
いちはやく察した福信の方も、豊璋 
に対して謀反のくわだてを している」 

曝は一応もっともらしく うけとれ 
た。たしかに豊璋が長い人質生活を 
終えて百済へ帰りついたとき、豊璋 
と福信は手をとりあって喜びあった 
のだが、その後の豊璋は、噂のとお 
り百済国民の信望を一身に集めてい 
る 福信をあるねたましさでみつめて 
いたことは事実であった。福信に対 
する恩賞が少なかったこともそれを 
裏づけていた。豊璋にしてみれば、 
それは戦いの中のことゆえやむを得 
なかったことともい える のだが、内 
心 あるう しろめた さを 感じていたこ 
とはいなめない。 

そこへこの噂である。噂はどこか 
ら発生したのかつまびらかではなか 
ったが、またたくうちに周留城のす 
ベてに拡がっていった。女官たちの 
ひそかな物語りも、あるいはそのこ 
とを話しているのではないかと、豊 
璋はいっか疑心暗鬼にとらえられて 
いった。 

うだるような 暑さがつづいた。唐 • 
新羅の.連合陸軍はひたひたと周留城 


に迫りつつあった。 

その 日 弓月は ひとり車軸をまわし 
ながら、微笑した。二年間、待ちに 
待った時が来たのである。噂の源は 
弓月にあった ことは 勿論である。弓 
月が唐人捕虜に話し、それが少しず 
つ輪をひろげていったのだ。 

また、騎馬の群れの走る音がする。 
鬼室福信の手勢が、唐•新羅連合軍 
との闘いに出ていくのにちがいなか 

った。 

一瞬、弓月は叫んだ。「福信様、 
お待ち申して おりました」 その声を 一 
待っていたかのょぅに庸人捕虜たち 71 
がさわぎ出した。 一 
一「福信様 V .」 

" 「今が時です」 

「起って 下さい/」 

「援軍はそこまで来ています」 

綱にしばられつつ、唐人たちはか 
たまって叫びつづけた。見張り兵が 
とんでくる。しかし唐人捕虜の声は 
無気味に周留城にひびきわたった。 

鬼室福信はとつぜんのこと茫然 
となってさわぐ唐人捕虜を見つめて 

ぃた。 

白布のひきいる騎馬軍が疾走して 


来た。「しずまれ/しずまれ/ 
斬るぞ/」 

馬蹄が、鞭が、刃が、唐人捕虜を 
じゆう りんする。その中に うずくま 
リながら弓月はもう一度微笑む。「白 
布、みておれ、二年間唐人捕虜の中 
に生きたおれの反間の術だ」 

福信はただちにとらえられた。豊 
璋の目はにくしみに燃えていた。「福 
信、余はそちを無二の忠臣と信じて 
来たぞ」 

「陛下、私に二心はありません、 
これは何者かのたくらみでございま 
す。 陛下/.」 

福信の手のひらには穴があけられ、 
そこに革のひもが通されて天井から 
つり下げられていた。したたる血ほ 
福信のうでをつたわり、衣服を赤く 
染めた。 

「陛下/思いとどまり下さい」 
白 布と 田来津はそばから進言する。 

「今、陛下と福信の間にみぞが出 
来て喜ぶものは一体誰か、よくぉ考 
え下さい」 

しかし、怒る豊璋の心は おさまら 
なかった。 • 


「どけ/ 白布/11 

豊璋は手を上げた。見上げるほど 
の大男が巨大な刃をかまえて進み出 

た。 . 

「陛下/」 

そのとき、大男の白刃は鬼室福信 
の首を一気にた たきおと していた。 

白布は、噴き出す血潮の中に百済 
の真の滅亡を見た。 

「謀反人をうちとったぞ J 大男は、 
福信の血のしたたる首をつかんで、 
城の高楼にかけ上がった。「わ—っ」 
というと きの声力 どこから も起 
きなかった。城中の官吏たちも兵た 
ちも、ただ暗い目でその首をみつめ 
ただけであった。 

「田来津」白布がいった。「本当 
に謀反がおきるかもしれぬ。人民も 
兵たちも、豊璋に対し誰一人心を開 
こうとせぬ」 

「わしもそう思う」田来津の声は 
暗かった。「やむを得ぬ。豊璋は白 
村江にいる日本軍にうつっても らお 
、つ」 

その夜、闇にまぎれて豊璋は周留 
城をぬけ白村江へ奔った。 

と同時に、周留城をひたひたとか 


こんでいた唐 •新羅 連合軍の一斉攻 
撃が始まった。その中で、弓月は、 
唐人捕虜たちと共にひそかに燈火で 
しばられた綱を切っ、ていた。 

そして ——やがて周留城の内から、 
紅蓮の炎がもえ上がった。国王なき 
王城は、たちまちのぅちに敵の足に 
ふみにじられた。 

弓月は白布の姿を求めて燃えさ 
かる城中を走りまち ごった。 白布、お 
前のふるさとで、今まですベての勝 
負一気につけょぅぞ。走る弓月は、 
そのとき、どどっと一隊の女官たち 
が城を脱け出すのに気づいた。 

「玉櫛/.」 

その女たちの中に弓月は、幼児を 
抱いた玉櫛の姿を見つけた。 

「どこへいく、玉櫛」 

「弓月」 

玉櫛は一瞬立ちどまった。 

「出雲族の女が、韓国の女にまじ 
ってどこへ 行く」 . 

「いいえ、私は、この国の女の人 
たちと、同じ血の子どもを生んだ女 
です」 

「まて、お前の行くところはただ 
一つ、白雲、八雲たっ出雲の地では 


ないのか」 

「ああつ ィズモ/」 

悲鳴に似たことばが玉櫛の口から 
もれた。 

「そうだ、ィズモだ/」 

その時、もう一団の女たちが悲鳴 
と共に走り出して来た。 

「許して、弓月、私はこの地に果 
てます I 

いうやいなや玉櫛は女たちと共に 
走り出した。 

「まて、まつんだ、玉櫛」 

「いいぇ、私は出雲を裏切った女一 
です。 さょうなら」 72 

周留城のすぐ前は断崖となって錦一 
江の波が洗っていた。 

弓月は、その断崖から、ひきも切 
らず散っていく美しい花びらをみて 
ぃた。 

\)/ 

四 

/\ 

白村江でも激戦はつづいていた。 
数百の軍船の間に矢がとびかい、白 
刃がきらめき、白村江の水は赤く.染 
った。 

田来津も阿部比羅夫の姿ももはや 
なかった。死した日本兵の服を まと 


つた 弓月は 敗色濃い 日本軍の船に 
ぎれこみ、次々と火を放った。百 
の船 もまた 燃えた。 みるがいい、 

が出雲を陥した騎馬の民よ。今こ 
海上の闘いの不利を知るがいい。 


燃え上がる業火の中で弓月は、 
北をさしてにげていく数隻の船をみ 
つけた。それは、百済王豊璋と、そ 
の家来たちの船であった。小船にぅ 
ちのって弓月はその船を追ぅ。 

「弓月、ついに来たな」 

舷側から叫んだのは白布であった 
「にげるのか、白布」 

「にげるのではない。ここから高 
句麗へ行き、更に北のわが父祖の地 
へかえるのだ」 

「やらぬぞ、白布/」 

一瞬、弓月の足は小舟を蹴ると、 
鳥の如く空へ舞い上がり、そのまま 
白刃となって白布の上へ降った。 

「弓月.：…」 

我に返ったとき、その足元には朱 
に染まった白布の姿があった。 

「海へ . 



大陸の岸へ流れつくやもしれぬ」 
そういうと 白布はガッ クリと 首を 
折った。 

弓月は じっと 白布をみつめた。好 
敵手ここに死す。まるで走馬燈のょ 
うに熊野の山を下りてから今日まで 
のことが、一瞬のうちに弓月の瞼を 
かすめてすぎた。 

その耳に遠い潮騒のょうな歌が聞 




八雲たつ 
出雲、白雲 
海にたつ 
七重地の雲 
八重天の雲 

、ったに 重なって、 オオオンオオ 
オンと 耳をゆるがす ばかりのひびき 
がょみがぇった。それはあの銅鐸の 
妙なる しらべで ある。 

おお/ ィズモ /. 

わが、：ィズモ /• 

果して、おれは何をして来たのか。 
弓月はがっくりと膝を折った。騎馬 
の民が、韓国と日本列島に築こうと 
した騎馬連合国家の夢は今ついえさ 
つた。しかし、日本における騎馬民 
族の征服王朝は依然として残ってい 


る。おれは一体何をして来たのか。 

若菜死し、玉櫛死し、そして今白 
布も死んだ。残つたおれは —— おれ 
も、歳をとつた。にわかに十も二十 
も老けた ような 気かする。 

かかえ上げた白布の身体が手に重 
い。それを力一杯海に葬ると、弓月 
は静かに目をつぶつた。 

日本海の鼓動がこころよくつたわ 
つてくる。 この大きなうねりの中か 
ら、いく重にも、いく重にも、つみ 
上げられるようにわき上がる白雲が、 
やがて一つの巨大な神殿をつくり上 I 
げてくれる。そこには朝も昼も夕も73 
も、絶えることのない銅鐸のひびき一 
がある。 

こらえ きれぬ空虚さと、胸を襲う 
哀しみの中で弓月はいつか叫んでい 
た。 

おお、出雲/. 

おれの出雲/ 

それは弓月の、永遠に見果てぬ夢 
への呼び声のようであった。 

そして日本はやがて中大兄の天智 
朝を迎えるのである。 


(第二部終) 








素直で素朴な感想を 

鶴谷美惠子(神戸) 

本欄ではどうしてあんなに小むずか 
しい ことを いうのでしょうか？ 読者 
のための頁をつくられてから、あのよ 
うな 風潮になったみたいです。べつに 
否定しているわけでもありませんが、 
前々から別世界の芸術品を大きく批評 
している ような 感じを抱いていました。 

6月号で小山氏、山崎氏たちの言わ 
んとしていることは、私の現在も抱い 
ている気持と同じです。哲学めいたこ 
とばを使うエリ 1- たちには、たまに 
こんな批評もいいのではないかと思い 
ますよ、まつたく。 

しかし、本欄は「ガ ロ」. の作品を批 
評し合うんであって、先月号でこの人 


がこういったけど、それは間違ヾってい 
ると か、私は こう 思うんだから、あの 
人の意見はいけ好かないとか、他人の 
批評を批評してみたって「ガ ロ」 は向 
上するでしょうか？ 私には、山手環 
状線のようなものだと思えますが . 

創刊号当時の読者コーナーを見て、 
現在の本欄と大幅に内容が違うなと思 
いました。そして、その雰囲気もです。 
以前の読者たちは、ほとんどが子ども 
のようです ね。 その文面、文通に着飾 
ったところがなく、素直で素朴だと感 
じられました。台湾に住む読者のパィ 
ナップルの話……。あれは、ほほえま 
ざるを得ないこころよい雰囲気があり 
ました。 

そういった感じとは裏腹に、現在の 
本欄は批評闘争の火花を散らしている 
ようです。たしかに高いものを見つめ 
あって、互いに意見を交換し合ってい 
るのはいいんですが、本当に自分たち 
の感想を素直に語っているのでしょう 
か。 

少し 長くな りました が、「ガ ロ」 が 
ほとんど青年、大人たちのためにある 
なら、子どものための「ガ ロ」 のよう 
一な内容をもつ漫画を発刊なさって下さ 
いませんか？現在、 商業主義 雑誌が 
氾濫している中で、何よりもそのよう 
な漫画のあることはいいことだと考え 
ます。月刊漫画 「ガ キ」 ぐらいな タィ 
トルをつけて . 。 


「カムイ伝」の冒険をかう 

張幸子(大阪.21歳) 
最近 「カムイ伝」に対する 批判が強 
くな ってき た。私自身つまらな さを 感 
じる時もあるが、また第一部連載の段 
階ゆえ長い目で見たい気がする。それ 
に「カムイ伝」の存在しない 「ガ ロ」 
はやはり物足りない。つげ、滝田氏等 
の作品には確かにすぐれたのもあるし、 
私も好きだが、だからといって白土氏 
不在の「ガ ロ」 を背負って立つに 充分 
な魅力があるかどうか疑わしい。 

「カムイ伝」の出来不出来など私は 
問題にしない。なぜなら白土氏が 「今 
まで.の忍者的発想から脱皮」(深沢氏) 
しょうとしてかいた最初の長篇作だか 
らである。いつまでも忍者中心で新し 
い術を開発していれば格別の不満も受 
けないかもしれないが、それでは本当 
のマンネリに陥ってしまう。「カムイ 
伝」は、ある意味では冒険作である。 

「ガ ロ」 が発刊されなければ恐らく生 
れなかったかもしれない。 

白土氏とて人間だから常に新しい冒 
険や実験を試みるなかでは、スランプ 
もマンネリもいわゆる思想や表現力の 
限界も現われてこょう。今さら「思想 
の枠ゆえの限界暴露」とか「公式的偏 
向」云々は私にはおかしい気がする。 

(もともと この世に完全無欠な思想の 
&品などあるはずはないのだから。) 


それとも 彼らは白土氏を完全無欠だと 
でも買い被っていたのだろうか？ 

漫画に限らず、古今東西文学の世界 
においても、そういう欠点をもつ 作品 
が指摘されている。それにもかかわら 
ず、それらが今日読まれているのは、 
作者の矛盾や限界を越えて訴えるもの 
が多いからではないだろうか。(だか 
らといつて「カムィ伝」もそうだとい 
うつもりはないが、白土氏がまさしく 
かきたかった、もしくはかこうと努力 
した点を私は買いたいのだ。) 

もっとも、これほど批判が集中する 
理由として、「ヵムィ伝」の連載が長 
いということもいえそうだ。人間三年 
もたつといい加減倦怠感におそわれる 4 — 
もので、まして三年以上も毎月おなじ -7 
みの人物にぶつかっていたら、鉋きて 
くるのも当然かもしれない。 

しかし、私にも腹の立つ批評がある。 
いわゆる哲学的 (？) 文章の引用や使 
用による批判である。作品が順調にい 
っている時には悟りきった史観論を得 
々と 述べ、つまらなくなった(彼ら流 
にいえば)途端に掌を反して、高所か 
ら見下すごとく批判する。こういう 「風 
の 中の羽のように」よく変る心理な ど、 
私には理解できない。 C こんなスピー 
ド時代にじっくりと待ってなどいたら 
新しい波に乗り遅れてしまうとでも思 
、っのだろう か。) 

多くの人は白土作品中「影丸伝」を 





代表作と推しているよぅだし、私も反 
論はしない。ただ「影丸伝」の成功し 
た理由のひとつには、発刊された当， 
は「カムイ伝」のように強い期待や先 
入観は あまり 持たれていなかつたと思 


戦後二三年の傷痕描く 

三輪政克 (東京.19歳) 

「ガ ロ」 における本欄がたんなる投 
書欄ではなく、読者の批評と論争の場 
である、 と思うからこそ一言述べさせ 
て頂く。 批評と いう ものはその対象と 
なる 作家達のはらう努力や真剣さ誠実 
さ 苦脳と 少なくとも同等のそれらを 持 
ってせねばならぬのだ、と。作品の T 
•ラを 探し、また感情的な反発によって 
けなす、といった手口は三文評論家の 
常套手段で あるけれ どもそれはけして 
批評でも何でもない。 

たとえば6月号本欄の藤田氏は、す 
るどい政治風刺の林静一、ファンタス 
ティックな佐々木マキ、といともあつ 
さ)^と定義づけてしまったが、これは 
あまりに軽卒ではないだろうか。林氏 
の品には毎号多くの示唆をうけとっ 
ているが、それはたんなる政治風刺の 
ワクの中だけで収支るものではない。 
それは' 戦後二三年の日本民族の傷痕 
の生々しさを伝え、我々の内に残る傷 
の認識のための努力であり、それを政 


治主義的な公式を排除し、あくまで「人 

の則からとらえようとする 努力で 
あると私は見る。当然そこに内包され 
るものはたんに 政治的な命題に のみ 限 
られ ていない。 

同關の山崎氏の批評等でどうも不評 
をかこっているようである池上遼一氏 
の「風太郎」も林氏とォーヴァラップ 
する部分を持っている。私はこの作品 
をきわめて興味ぶかく読んだ。欠点を 
指痛することはたやすいがその前に私 
達はこの初老の男を気違いにしょうと 
しているものは何か、という提出され 
た疑問について真剣に考えてみなけれ 
ばいけない。それを私達に強いるだけ 
の力をこの「ブルドーザーのような作 
品」 は持っている。そして私達もこの 
作品でいう「気違い」になるべきだ 
という作者の意思が読みとれる以上、 
それこ対するギリギリいっぱいの真剣 
さと誠実さを持ってせねばこの作品に 
対して一言一句も批評めいたことは語 
れない。 

林氏の作品にせよ佐々木氏の作品に 
亡 よ 同じ 事が言える。またこれらの 一 
詳の乍品、「ガ ロ」 において「難解」 
といわれる作品群がいわゆるマンガの 
ワクを迢えようとして いる事をも考え 
るべきだ。たとえば前衛ジャズが、モ 
ダンジャズから出発しながらモダンジ 
ヤズフアンからも難解と呼ばれながら 
も モダンジャズの ワクを 超え' 今完全 


に芸術としての 音楽の本質を持ち始め 
てあえてジャズと 呼ばれる必要がなく 
なってきているように、これら 一群の 
作品は あえて 漫画と呼ぶ か 呼ばぬ か、 
といったような 質問を無意味とする段 
階に来て いると 思う。 

「ガ ロ」 とはそうした 動きを担って 
きた 雑誌であったし、現在 もそう であり 
こ a からもそうあるべきだと思う。漫 
画をあくまで漫画のワクの中で追求し 
て ゆく ことも 大事だ。 しかし 「ガ ロ」 

の場合作品の価値は必ずしも漫画のワ 
クの中のみでおしはかられるのではな 
い。 そこにこそ「ガ ロ」 の価値があり 
上述の諸氏や白土氏、つげ氏といった 
秀れた作家の出現を可能ならしめたの 
ではないか。たんな.る好き嫌いや安易 
にわかるかわからないかで、これらの 
作品の価値を云々してはいけない。好 
き嫌い程度の動機でこれほどの作品が 
書けるわけはないからだ。安直な批評 
の真似事は作家達の生への侮蔑であり 
同時に批評する人と「ガ ロ」 との両方 
の品 S を下げることにしかならなレ 

つげ義春の絶望感 

池田順秀 (東京.19歳) 

つげ義春 氏の作品についての意見が 
活発な よう だけれども、いかんせん皆 
さんは彼の作品の本質を見落しておら 
fL るよう だ。マンガは面白くなければ 


いけない、という自己目的化された俗 
的な認識(それでなくてもつげ氏のマ。 
ンガは面白い)を排斥せねばならない。 

マンガを読むことは、僕たちにとつて 
自慰的な快楽ではいけないわけですか 
ら〇 

彼の作品を随筆マンガと規定し、彼 
を田園マンガ家として公式化するほど 
たやすいことはないが、問題はもっと 
S 深いことを僕は敏感に感じとる。と 
いうのは、彼の作品の主人公は、いつ 
も二重の疎外感を持った人間であるか 
らである。放浪する彼は、都市生活か 
らはみ出した人間である一方、田園生 
活をも彼のオアシス，としてとらえるこ 
とのできない絶望感ゃ被害者意識があ75- 
り、それがつげ氏にとって大きなテーー 
ゼとしてとらえられていると思う。 

素朴な人々との交流も、自然と時間 
の制約のなかでは一つの体験でしかあ 
り得ないし、日本的な伝統、西洋的な 
文明から隔絶した世界との決定的な断 
絶が徐々に描かれていく。彼の自我意 
識を越えたところに自然というもの力 
暴露されていく。そこに彼の作品のモ 
チーフがある。 

白土三平氏のように単純明快な論理 
講成で階級意識をふり回されるよりも 
つげ義春氏のほうにより類的存在とし 
ての人間を発見するのである。このこ 
とは、今や巨大な想念となって僕を圧. 
倒しつつある。 




漫画論評 

つげ義春への 
遠方からの手紙 

左右田本多 


つげさんのマンガは ぼくにとって 
一体なんなので しょぅ か。様々の銃 
口から撃ち放たれたつげマンガ小論 
などを斜読みな どしてきても 一向に 
焦点が定まらず、 ぼくの 肉体は血を 
流しません。，謎の宇宙電波同様、正 
体不明なのがつげマンガの特質なの 
でしょぅ か。 それにしても なぜ論者 
たちがつげ論に おいて 襟を正すので 

3よう？. 

しばらく前に友人と屋台で飲んだ 
とき、つげ義春氏に一言伝えること 
を約束しました。それは、つげマン 
ガがいよいよ白昼の舞台に押し出さ 
れ、広く読み込まれて雑多に料理さ 
れる といぅ 季節にあって、固有の危 
機を感じての成り行きでした。この 
一文をモノにしなければならない直 
接のきつかけも、そんなところにあ 
〇ます— 

さて、つげ作品のあれこれを念頭 


に浮かべ、それらに共通な表情を手 
さぐりして いくと、作家つげ義春の 
t ' r ' L ' o > のょうなものが、まず聞こ 
えてきます。そ~^て，― i まつた"と 
いう舌打ちの音が続きます。 

なにが〈しまつた〉のでしょうか。 

ぼくは数少ないつげ作品のうち三 
十編ほどの長短編を読んできました 
し、処女作を発表した年(昭 28 年) 

の「戦雲のかなたに」も人手しまし 
た。：：••最近では「沼」(昭 40 年 10 月作). 
において'/)転機を迎え、「李さん 
一家」(昭42年3月作)で頭髪の光の 
反射をシロで描出し、乾燥したセン 
ス•スタィル•リズムを定着させた 
のを見てきました。(この白ぬきの反 
射を採りいれた意味と、そのために 
真暗闇の地下水道での怪魚を視覚的 
に^った「山椒魚」(昭 42 年 2 月作) 
が先行作品として必要だった意義と 
は、留 * するに値 - ^ます。)- ^こう 


した足跡は一つの発展•進歩という 
財布に納めて コト 足りるでしようか。 

読者や第三者からの視角は別にし 
て、作家にとっての己は、いま•こ 
乙の自分(作家•作品)だけであっ 
て、立ち止まり振り返っても、また前 
方を見やつても、存在するのはこの 

実存のみ-そしてそうしたいま. 

A 、 二、」の反復の残像が 未練が ましく 想 
起されるだけです。こうしてマンガ 
キャリア十五年のつげ義春の頭蓋骨 
には、折につけ不透明な思念が飛び 
交うことでしよう。なんのための十 
五 年？ (「今日のため」なんて言うの 
は他者のみ。)一挙に今日があっても 
よかったのでは？その聞とり逃が 
してしまった貴重な余剰は？その 
手落ちから仕返しされている？ 手 

直し不可の十五年間の重みは？ . 

ここに〈しまつた〉という実感が つげ 
さんの胸中に忍びこみ、死角となり、 
小鬼のように住みついていると思え 
てなりません。 

この 〈しまつた〉 は後悔なんて あり 
ふれた 代物ではなく、苛立ちに まぶ 
された 砂を嚙む気配のことでしよう。 
だからそこには、なんらかの衣裳を 
まとった 恥の襞が一枚加わっ ている 
に違いありません。そして 未来形 も 
〈しまつた〉と先取りしている(か)。 

1こんな序の口からつげさんと 
交通の場が持てたらと思います。す 
ベては仮象の試行のレール上をつつ 
走らなくて- ii ならないのですから。 






為 


かつてマンガの古典を掘りあてよ 
うと、古今東西のマンガ鉱脈に目を 
配つたことがあります。そのときは 
めっけ物がなかったものの、最近ふ 

としたことから日本のマンガ-鳥 

羽絵に出会いました。そして、この十 
八世の約百年間、主に京阪に流行っ 
た鳥羽絵マンガは"世界マンガ史の 
唯一の古典"だと、かたくなに信じ 
た'のです。ぼくがいう古典とは"あ 
らゆる鑑賞(形成)をゆるすと同時 
に、唯一の批判(場所)だけを享受 
(表出)できる. m みこみ自在の作 
品のいわれですが。. 

人影から発案されたとされている 
鳥羽絵では、大のおとなが不自然に 
長く細い手足を縦横に泳がせて、無 
理無体におどけてみせていますね。 
この足裏までみせたその力み方から 
は、真面目くさつた作家たちの翳り 
具合が陰萎にうかがえます。みんな 
がみんな、物の怪に取りつかれたみ 
たい-:—。 

このかどけ絵の一枚一枚にその作 
家たち(大岡春朴、長谷川光信、竹原 
春潮斎、松屋耳鳥斎など)が封じ込 
めた息吹はなんだつたのでしょう？ 
ぼくがみ ると ころ、一口にいつて呪 
£です。八方塞りの陥穽においやら 
れた先人たちは、孤独と狂気の隙間 
虱から、やる方なく呪いの翼をひろ 
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げたのです。 

鳥羽絵の主人公=庶民たちの目玉 
はクロ丸で、その口は鳥の嘴そっく 
りですが、この鳥口を大きく開けて、 
死んだ眼光をむき出すさまは、ボッ 
シュのあやかしの世界と一脈通じ合- 
います。 彼の愛玩物 = 生き人形たち 
は、その裂けた大口から声なき声で 
未知の虚数をまき散らして、現在ま 
で生き永らえてますね。ブリューゲ 
ルとなると、欝血を化膿させるまで 
は師ボッシュに見習いながら、その 
ゥミの切開にとりかかり、そこから 
開示された未来の光明を垣間見てし 
まつてか、その作中スターたちは口 
を閉ざして黙々と幻想エネルギーを 
溜め込んでしまいます。だからブリ 
ューゲルは、捨て身のボッシュにど 
うしてもかないません。 

ボッシュが現在から未来にかけて 
ますます復権証書をふやしていく片 
側で、瘦せこけた踵にやけっぱちな 
物の怪を一頭くっつけた鳥羽絵の哄 
笑は、墓場にツバして現在までこだ 
まし続けています。だれが一体この 
好漢―一观詛者を現代的意匠のもと 
に復活させるでしょう？ 

閑話休題。思うにつげさんは、こ 
の世で最も劇性の強い毒をあおって 
しまつたのではないで しょう か。自 
分の仕事が納得できればできるほど、 
この湿うた世の中のいやらしさを裏 
力ら支えてしま、つという業の覚醒を。 
どこからか手に入れてしまつたこの 


猛毒のために、恥入らざるを i .' ない 
作家生活。この恥の射程距離は、つ 
げさんの力が及ぶ範囲で絶対の真理 
なのでしよ 、っ0 

こ、っしてつげマンガは、産みた く 
な、い親から生まれてきた多くの鬼っ 
子と似た相貌をもってきます。佳作 
の数々が作家の悪感をかすかに漂わ 

す . 。ここには、なんににも期待 

しないけど、絶望もしないという、 
ぼく (ら)の性癖と類似の二面獣がど 
つかり腰を下しているといつていい 
でしようか。 

つげマンガを離れてつげ義春はな 
く、またマンガ作品においてつげ人 
物もないという、虚無と実存の可逆 
的な摩 ， M 不思議な世界が突出し、同 
時にこのマンガ==つげに仕返しされ 
続けてきたのが' マンガ作家として 
のつげさんの独歩だったと、感じら 
れてなりません 0 ■ そこには歴史や自 
然の軸がはいってくる余地はないの 
です。 

恥をなめつくしたとき、筆を折る 
ことなくもう一度マンガに逆撃し、 
なにかを取り返し、仕返し返してい 

けるかどうか-ここにつげマンガ 

の固有の分野がさらに展開されてい 
く力どうかは知るよしもありません。 
なにしろ、つげさんが変形して隠し 
もつている撃鉄とつるまないからに 
は、どんなデテ—ルも生きてこない 
のですから。 
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水木しげるは一昔前、かなしみに 
充血した作品を書きちらして、古典 
の入口までせせり出たかにみぇまし 
た。しかしそれも束の間で、彼は甘 
美なヵンフル注射で若がぇり、居心 
地いい別天地へ巣立ったょうです。 
心根やさしい若手の有望株•林静一 
は精神分析学などの X セ幻想物に心 
を奪われがちです。 

彼らの遺失物である悲哀と心遣り 
の融合点に、ヶシの花の蠱惑をもっ 
て呪詛の沈黙が結実します。呪われ 
るべきは、赤面で受け流してますま 
す恥辱の上塗りに精を出して平ちゃ 
らな•われら人間獣、絵空事の人柱0 
こうなっては我田引水のそしりを承 
知で、っげ義春に心£かか：|ハ^;务の 
役を演じて.もらう他ありません。鳥 

羽絵の正統な継承者-つげさんと 

はまた見事なとってつけではあり 
ませんか。その精神の母胎において、 
ボッシュ—鳥羽絵 i つげマンガとつ 
なげるのも愉快なことです。 

伝説ではつげさんは霞とィワナを 
食って生活しているとのことですが、 
今年のマンガ界はこの三十歳の仙人 
あるいは世捨人に席巻されるかにみ 
えます。それは霞をたらふく食う余 
裕に作用することでしようし、愛敬 
者で最も被加虐性に富んだ諸々の物 
の怪も退散し、彼らがわいてくるか 


わたれ時が淋しくなることでし Jr う 0 
ということはつげさんにとつてなん 
なのでしょうか。 

従前の大半の作家たちは脚光をあ 
びてはめまいをきたし、今までのマ 
ィぺースさえおぼつかなくなるばか 
.りか、さらに半歩刻みに後退してい 
くのが、世の常です。それは宙づりの 
綱にとり残され、旧作以上の力作を 
読者から要求される作家の定めとさ 
れています。突然変異で作品が変貌 
し、その自己変身はまた当人にとつ 
て意味をなさないつげさんにとつて 
は、そうした要求は不当なものでし 
かありません。ただ、他人が動機がな 
いまま作品を量産化している彼岸で、 
乗り気の稀薄のまま苦笑いしながら 
作品を書いたり書かなかったりして 
いるつげさんには、つげさん固有の 
課題があることだけは確かでしょう。 

この〈固有性〉追跡あたりから端 
を発して、またそこに舞い戻つた作 
業が、先に友人と感じ合ったあんば 
レでした 一 ^ この手紙もまたそうし 
た循環の連動でした。それらはいっ 
てみれば、生身のつげさんを£ <5 ’ 

も信じたい という^!とのつ き合い 
でした。要するに、信頼が作家への、 
好みが作品への最後の切り札である 
ぼく(ら)の無償無臭の確認行為にす 
ぎなかったわけです。せめても副産 
物として、芸術制作の前段階の核心 
に一切を引きつけたかったのですが、 
それもままならず 一一 。(某日記) 


n-4-f 礞 
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ガロ/白土三平/水木しげる/を論じた批評を収録/ 


”0の世界 


発 売中/ 

定価150円 • 〒30円 

A 5 判 • 102頁 

ガロ創刊以来、各新聞 • 週刊誌 • 雑誌 • 
同人誌に発表されたガロ関係の論文•記 
事を読者の要望に応えて一冊に収録いた 
しました。部数に制限がありますので、 
お早めにお近くの書店か、直接当社宛お 
申込み下さい。 


本書 の一部内容 

鶴見俊輔「ガロの世界」 

藤川治水「白土三平の世界」 

佐藤忠男「白土三平の漫画発想」 

秋谷重男「残酷マンガと唯物史観」 

渡辺一衛「子供マンガの芸術論」 

山形大学工学部新聞「白土 E 平論序説」 

日本読書新聞「白土三平氏を訪ねて」 

京大新聞「役行者と白土三平」 

佐々木守「ロマンの回復•カムイ伝論」 

日本読書新聞「水木しげるインタビュー」 
週刊朝日「怪奇マンガと水木しげるさん」 
週刊大衆「幻想と怪奇を描く水木マンガ」 
朝日新聞「泥絵具の幻想を復活」 

大森暎児「水木しげるのグロテスクな世界」 


東京都千代田区神田神保町1 —55 青林堂「ガロの世界」係 


新人作家募集/ 

応募作品のきまり 

① 作品の独創性を第一とする。 

② テーマ、モチーフ、構成自由。 

③ 枚数はなるベぐ20枚以内。 

④ B 4判位の用紙に、必ず、タテ 27.3 cm 
ヨコ 18.2 cm に書くこと。コマ取り自由。 

⑤ 墨汁または製図用黒インクを使用し、 
ウス墨や黒以外の色はつけ/ない。 

⑥ セリフやナレーションの文字は、鉛筆 
で正しく読みやすく書くこと。 

⑦ 締切日は設けず、到着次第「ガロ」編 
集部において審査する。 

⑧ 入選作品は「ガロ」誌上に掲載し、原 
稿料を支払う。 

⑨ 返送用切手同封の作品は返却する。 

⑩ 作品送り先二 東京都神田神保町1 —55 

株式会社 青林堂 「ガロ」編集部 


一78 


水木しげる傑作短篇集 
特価頒布中/ 

5册セツト送料共800円^ 

(水木しげるカラー絵葉書つき） 

〇不死鳥を飼う男 

不死鳥を飼う男/安い家 

♦手袋の怪 

手袋の怪/大人物/群衆の中に/水晶 
球の世界 

春釣り落した魚 

約束/草/釣り落した魚 

_空のサイフ 

空のサイフ/鉛/聖なる輪/太郎稲荷 

•ああ無情 

ああ無情/神変方丈記/神様/不老不 
死の術/いぼ/幸運の甘き香り/はか 
ない夢/剣豪とぼたもち/闘牛/こぶ 
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申込先 • 東京都千代田区神田神保町1 —55 青林堂 





